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笠
懸
地
域
文
化
祭
始
動

第
１
回
実
行
委
員
会

　
こ
こ
２
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
て

い
た
笠
懸
地
域
文
化
祭
、
本
年

度
は
実
施
の
方
向
で
６
月
30
日

㈭
に
第
１
回
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
は
展
示
33
、
イ
ベ
ン
ト

15
、
ス
テ
ー
ジ
18
、
ダ
ン
ス
ラ

イ
ブ
24
の
合
計
90
団
体
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
開
催

方
法
な
ど
、
文
化
祭
の
運
営
全

体
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
感
染
が
拡
大
し
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

開
催
日
ま
で
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
た
場
合
や
、
開
催

１
ヶ
月
前
か
ら
当
日
ま
で
に
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用

さ
れ
た
場
合
は
、
文
化
祭
を
中

止
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
祭
の
サ
ブ
テ
ー

マ
を
、
「
み
ん
な
の
思
い
を
の

せ
て
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

た
め
、
集
客
よ
り
参
加
者
の
活

動
成
果
の
発
表
を
優
先
し
、
イ

ベ
ン
ト
は
、
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
や

サ
ー
カ
ス
公
演
、
簡
単
工
作
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
長
の
髙
野
さ
ん
は

「
２
年
間
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な

っ
て
い
た
の
で
、
楽
し
い
文
化

祭
に
な
る
よ
う
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
終
了
後
、
部
会

に
分
か
れ
、
今
後
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。

【
役
員
体
制
】
敬
称
略

実
行
委
員
長　
髙
野　
富
由
美

副
実
行
委
員
長　

　
各
部
会
の
部
長
が
兼
ね
る

〇
展
示
部
会

　
部　
長　
松
栄　
準
治

　
副
部
長　
小
森
谷　
玲
子

　
　
　
　
　
藤
生　
め
ぐ
み

〇
イ
ベ
ン
ト
部
会

　
部　
長　
星　
隼
人

　
副
部
長　
松
井　
栄
三

　
　
　
　
　
須
藤　
キ
ン

〇
ス
テ
ー
ジ
部
会

　
部　
長　
精
廣　
美
千
江

　
副
部
長　
松
井　
静
枝

　
　
　
　
　
関
口　
伸
子

　
第
21
回
笠
懸
地
域
郷
土
芸
能

祭
が
６
月
17
日
㈮
か
ら
19
日
㈰

に
グ
ン
エ
イ
ホ
ー
ル
パ
ル
で
笠

懸
地
域
文
化
協
会
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
、
盆
栽
、
書
道
、
仏
画
、

手
作
り
バ
ッ
グ
な
ど
た
く
さ
ん

の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
19
日
㈰
の
ス
テ
ー
ジ
は

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
舞
踏
、

剣
舞
、
大
正
琴
、
神
楽
、
和
太

鼓
と
天
気
に
も
恵
ま
れ
会
場
に

は
約
３
０
０
人
の
観
覧
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
出
演
者
は
２
年
間
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
開
催
で
き
な
い
間
、
続

け
て
い
く
こ
と
、
伝
え
て
い
く

こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

練
習
場
所
を
探
し
ま
し
た
。
マ

ス
ク
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
き

た
成
果
を
披
露
し
、
観
客
も

色
々
な
思
い
を
感
じ
た
３
年
ぶ

り
の
芸
能
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
終
了
後
は
恒
例
の

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
は

３
年
分
の
た
く
さ
ん
の
景
品
が

用
意
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

▲第１回実行委員会（全体会）の様子

▲部会の様子▲フラダンスの発表



（2）笠懸公民館だより

　
笠
懸
地
域
こ
ど
も
ま
つ
り
第

１
回
実
行
委
員
会
を
６
月
29
日

㈬
、
笠
懸
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
ど
も
ま
つ
り
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
令
和
２・
３
年
度
は
中

止
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
実

行
委
員
か
ら
正
副
実
行
委
員
長

を
選
び
、
今
年
度
の
開
催
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

【
役
員
】（
敬
称
略
）

・
実
行
委
員
長

　
阿
左
美　
文
雄
（
子
育
連
）

・
副
実
行
委
員
長

　
田
中　
由
郎
（
青
少
推
）

　
舟
山　
洋
（
市
Ｐ
連
）

　
こ
ど
も
ま
つ
り
は
、
笠
懸
ま

つ
り
が
桐
生
競
艇
場
で
の
11
月

開
催
に
変
わ
り
、
例
年
と
同
内

容
・
同
日
開
催
は
困
難
で
あ
り
、

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
の
事
業
実
施
は
困
難
と

し
て
中
止
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
来
年
度
の
こ
ど
も

ま
つ
り
開
催
に
向
け
て
協
議
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
ど
も
ま
つ
り
中
止

月
に
つ
い
て
、
団
体
・
サ
ー
ク

ル
の
約
20
％
が
活
動
を
停
止
し

（
図
１
）、
活
動
し
て
い
た
団
体

で
も
約
62
％
が
活
動
を
縮
小
し

の
会
と
し
て
の
考
察
を
掲
載
し

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
公
民
館
が
開
館

し
て
い
た
令
和
２
年
６
月
～
12

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
公

民
館
活
動
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
、
１
２
０
の
団

体
か
ら
回
答
を
得
ま

し
た
。
た
だ
し
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
始
ま
っ

た
当
初
（
令
和
２
年

４
月
～
令
和
３
年
２

月
）
を
対
象
に
し
た

も
の
で
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
後
も
蔓

延
は
拡
大
し
、
令
和

４
年
現
在
に
お
い
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
は
収
束

し
て
お
ら
ず
、
感
染

防
止
対
策
を
と
り
な

が
ら
の
公
民
館
活
動

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
ア
ン
ケ

ー
ト
の
主
な
項
目
の

集
計
結
果
と
利
用
者

コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
民
館
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

公
民
館
利
用
者
の
会
（
そ
の
１
）

【図１】 

【図 2】
 

【図３】 

問１ ． 公民館が開館していた令和2年6月～1 2月の活動状況について

№ 開館中の活動 団体数 割合

1 活動していた 9 7 8 0 .8 %

2 活動していなかった 2 0 1 6 .7 %

3 解散した 3 2 .5 %

4 無回答 0 0 .0 %

1 2 0
活動していた

81%

活動していな
かった
17%

解散した
2% 無回答

0%

問２ ．

№ 活動していた団体 団体数 割合

1 通常どおり活動した 3 7 3 8 .1 %

2 縮小した　 6 0 6 1 .9 %

9 7

２ ） 縮小の内容（ 複数回答）

№ 縮小の内容 団体数

1 活動を休止 3 1

2 回数を減らす 1 0

3 時間を短縮 1 9

4 参加人数を減らす 7

5 その他 1 7

8 4

※「活動を休止」は月単位程度の休止

・ １か月に１回、書典会に送るため集める。

新型コロナウイルスの影響で活動の回数を減らしたり 、 時間を短縮するなど、 活動を縮小し

ていますか。 　 　 (令和2年6月～1 2月に活動していた団体のみ回答）

通常どおり活動した
38%

縮⼩した 
62%
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縮⼩の内容

問３ .

№ 影響 団体数 割合

1 影響なし 1 1 1 7 .5 %

2 影響あり 5 2 8 2 .5 %

6 3

活動縮小による影響の内容

№ 影響の内容 団体数

1 技術の習得 2 4

2 作品づくり 1 0

3 コミュニケーション 3 5

4 体調 5

5 気持ち 1 5

6 毎日の張り合い 1 4

7 その他 1 5

問２ で縮小したと回答した団体にお伺いします。 活動の縮小による影響はありましたか。
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作品
づく
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コミ
ュニ
ケー
ショ
ン 体調 気持

ち

毎⽇
の張
り合
い

その
他

活動縮⼩による影響の内容

影響なし
17%

影響あり
83%

活動縮⼩による影響

解解散散ししたた  
22％％  

活活動動ししてていいなな

かかっったた  
1177％％  

通通常常どどおおりり活活動動ししたた  

3388％％  

無無回回答答

00％％  

影影響響あありり

8833％％  

影影響響ななしし

1177％％  

3311

1100 

1199

77

1177  

　
笠
懸
公
民
館
利
用
者
の
会
で

は
、
令
和
３
年
３
月
に
１
６
４

の
公
民
館
利
用
団
体
を
対
象
に
、

て
い
ま
し
た
。
縮
小
の
内
容
は
、

短
期
間
の
活
動
休
止
、
活
動
の

回
数
や
時
間
を
減
ら
す
、
参
加

人
数
を
減
ら
す
な
ど
。
前
例
の

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
警
戒
心
が
多
く
の
利
用
者
を

活
動
縮
小
に
向
か
わ
せ
ま
し
た
。

（
図
２
）【
３
面
に
続
く
】

【図１】 

【図 2】
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活
動
を
縮
小
し
た
こ
と
に
よ

る
影
響
と
し
て
最
も
大
き
い
こ

と
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
次

に
「
気
持
ち
」、「
毎
日
の
張
り

合
い
」
と
続
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
公
民
館
が
利
用
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、

活
動
が
張
り
合
い
や
日
常
生
活

の
気
持
ち
に
作
用
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

　
ま
た
、
公
民
館
が
休
館
し
た

こ
と
で
困
っ
た
こ
と
と
い
う
設

問
で
も
「
会
員
同
士
で
相
談
を

す
る
場
所
が
な
い
」
と
49
団
体

が
回
答
し
（
図
４
）、
コ
ロ
ナ

禍
の
活
動
で
は
約
73
％
が
「
交

流
の
機
会
が
減
っ
た
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。（
図
５
）
交
流

が
減
っ
た
内
容
と
し
て
は
、
会

【図１】 

【図 2】
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ち

毎⽇
の張
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その
他
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影響なし
17%

影響あり
83%

活動縮⼩による影響

解解散散ししたた  
22％％  

活活動動ししてていいなな

かかっったた  
1177％％  

通通常常どどおおりり活活動動ししたた  

3388％％  

無無回回答答

00％％  

影影響響あありり

8833％％  

影影響響ななしし

1177％％  

3311

1100 

1199

77

1177  

話
、
活
動
時
間
の
ほ
か
、
会
う

回
数
や
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
機
会
、
意
見
交
換
や
情
報
交

換
の
機
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注

目
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま

る
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
が
手
段
と

し
て
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
）
を
利
用
し
て
い
る
の

は
４
団
体
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
73
％
が
「
不

可
能
」
と
回
答
し
て
い
る
（
図

６
）
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
活
動
の
活
路
を
期

待
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
よ
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いい  

1188％％  
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う
で
す
。
た
だ
し
、
不
可
能
な

理
由
は
、
会
員
が
高
齢
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

利
用
が
難
し
い
と
い
う
側
面
も

あ
る
よ
う
な
の
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）
の
研
修
を
行
う

こ
と
で
、
使
え
る
よ
う
に
な
る

人
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※�

ア
ン
ケ
ー
ト
総
括
は
数
回
に

分
け
て
掲
載
予
定
で
す
。
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あ
る
表
現
で
伝
え
、
来
場
者
は

皆
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
審
査
員
５
人
が
最
優

秀
賞
２
人
を
選
考
し
ま
し
た
。

選
ぶ
の
に
時
間
が
か
か
る
程
、

皆
優
秀
で
し
た
が
、
次
の
２
人

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

「
魚
の
た
め
、
き
れ
い
な
海

　
を
今
こ
こ
に
、」

　
　
笠
懸
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
金
子　
紗
榎

「
英
語
で
『
楽
し
む
』」

　
　
大
間
々
東
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
齊
藤　
絵
心

　
最
優
秀
賞
２
人
は
東
毛
地
区

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
次
の
大
会
で
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

優
秀
賞

「『
普
通
』
っ
て
『
ふ
つ
う
』

　
じ
ゃ
な
い
か
も
!?
」

　
　
笠
懸
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
藤
生　
知
花

「
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
」

　
　
あ
ず
ま
小
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
足
立　
千
莉

「
私
を
成
長
さ
せ
た
出
会
い
」

　
　
大
間
々
中
学
校
３
年

ド
・
ホ
ア
ン
・
バ
オ
・
ゴ
ッ
ク

「
私
は
私
」

　
　
大
間
々
東
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
小
林　
心
優

「
言
葉
の
力
」

　
　
笠
懸
南
中
学
校
３
年　

　
　
　
　
　
　
　
大
内　
　
蓮

「
身
近
な
こ
と
か
ら
平
和
を

　
作
る
」

　
　
大
間
々
中
学
校
３
年

糸
井　

 

孝
助

「
い
じ
め
の
な
い
世
の
中
へ
」

　
　
あ
ず
ま
小
中
学
校
３
年

柳
澤 　
羚
斗

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
も
っ
て
い
る

　
意
味
」

　
　
笠
懸
中
学
校
３
年　
　

　
　
　
　
　
　
小
澤　
亜
由
乃

▲七夕飾りの前で集合写真

▲お母さんと一緒に七夕飾り

▲（左から）金子紗榎さん、齊藤絵心さん

▲少年の主張みどり市大会入賞者

　
第
17
回
少
年
の
主
張
み
ど
り

市
大
会
が
、
６
月
25
日
㈯
グ
ン

エ
イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
青
少
年
健
全
育

成
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

各
中
学
校
代
表
の
生
徒
10
人
が

日
頃
考
え
て
い
る
学
校
や
社
会

で
の
出
来
事
、
ま
た
生
活
を
通

じ
て
感
じ
て
い
る
事
な
ど
を
題

材
に
発
表
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
年
度
も

密
を
避
け
、
縮
小
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
発
表
者
が
、
自
ら
の

主
張
を
は
っ
き
り
と
説
得
力
の

　
「
お
母
さ
ん
と
一
緒
教
室
」

（
全
16
回
）
の
「
開
講
式
」
と

第
１
回
「
七
夕
飾
り
」
が
７
月

１
日
㈮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
の
お
部
屋
に
集
ま
っ

て
き
た
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
８
組
16
人
を
講
師
の
根
岸
恵

美
子
先
生
が
迎
え
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
呼
び
か
け
な

が
ら
名
札
を
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
１
歳
半
か
ら
３
歳
の
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
は
も
う
根
岸
先

生
に
な
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
開
講
式
は
公
民
館
の
清
水
館

長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

学
級
長
、
副
学
級
長
、
会
計
の

３
人
、
そ
し
て
、
根
岸
先
生
の

あ
い
さ
つ
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
教
室
は
「
七
夕
飾

り
」。
講
師
が
準
備
し
て
く
れ

た
織
り
姫
と
彦
星
に
子
ど
も
た

ち
が
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
で
顔
を
描

い
て
丸
い
紙
に
貼
り
つ
け
、
小

さ
な
星
を
飾
り
つ
け
た
ら
出
来

上
が
り
で
す
。
そ
れ
か
ら
家
で

書
い
て
き
た
短
冊
を
お
母
さ
ん

方
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
の
短
冊
は
家
族
が
健
や
か

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
が

多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
短
冊
は

ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
描
い
た
か
わ

い
ら
し
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
外
へ
出
て
、
用
意
し
た
竹

に
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
七
夕
飾
り
の
下
で
記

念
撮
影
を
し
、
明
る
く
和
や
か

に
第
１
回
の
教
室
は
終
了
し
ま

し
た
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
教
室
が
開
講

第
17
回
少
年
の
主
張

み
ど
り
市
大
会 

開
催
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▲背中に阿吽の文字

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
」
と
勝

因
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
阿あ

う
ん吽

の

呼
吸
」、
心
を
強
く
持
っ
て

試
合
に
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
顧
問
の
先
生
は
「
数
年
前

は
部
員
が
少
な
く
他
校
と
合

同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
ま
し

た
が
、
現
在
の
部
員
は
約
30

人
、
野
球
を
本
当
に
好
き
な

子
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
笠

南
中
出
身
の
先
輩
た
ち
が
教

え
に
来
て
く
れ
る
ほ
ど
、
素

直
な
生
徒
た
ち
で
す
。
自
主

性
に
任
せ
て
い
ま
す
。」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　
み
ど
り
市
立
笠
懸
南
中
学

校
野
球
部
は
、
２
０
２
１
年

11
月
の
県
予
選
大
会
で
初
優

勝
し
、
今
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
文
部
科
学
大
臣
杯
第
13

回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野

球
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。

　
取
材
に
伺
う
と
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
大
き
な
声
で
挨
拶

を
し
て
く
れ
、
礼
儀
正
し
い

生
徒
た
ち
に
す
が
す
が
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

２
年
前
、
入
部
す
る
も
新

い
き
い
き

い
き
い
き

活
躍
⑦

活
躍
⑦

　
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
„
あ

し
の
会
＂
に
よ
る
「
七
夕
お
は

な
し
会
」
が
７
月
２
日
㈯
、
笠

懸
図
書
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
や
そ
の

兄
弟
姉
妹
を
対
象
に
６
組
の
親

子
２０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
『
や
お
や

さ
ん
』
で
は
参
加
者
と
の
掛
け

合
い
が
あ
っ
た
り
、『
ぴ
ょ
～

ん
』
の
絵
本
で
は
お
話
に
合
わ

せ
て
お
父
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も

を
持
ち
上
げ
た
り
、
色
々
な
お

話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
読
み
聞
か
せ
に

あ
し
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
「
直

接
、
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見

な
が
ら
お
話
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
み
ど
モ
ス
と
の
撮

影
会
で
は
、
家
族
ご
と
に
笑
顔

で
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の

七
夕
お
は
な
し
会

▲あしの会による読み聞かせ

「
な
ぜ
、
お
中
元
を
贈
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
？
」

　
お
中
元
の
季
節
に
は
贈
り

物
の
風
習
が
あ
る
が
、
い
っ

た
い
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
現
在
の
お
中
元
は
、
じ
つ

は
百
貨
店
の
販
売
戦
略
が
生

み
出
し
た
も
の
な
の
だ
。

　
明
治
44
年
、
あ
る
呉
服
店

が
、
広
告
を
打
っ
た
。

　
「
中
元
来
れ
り
、
中
元
来

れ
り
、
お
盆
の
御
使
い
し
も

の
は
、
東
京
な
る
〇
〇
呉
服

店
へ
ご
注
文
あ
そ
ば
れ
な
ば

早
速
御
届
け
申
上
ぐ
べ
し
」

要
す
る
に
お
盆
の
進
物
は
、

登
城
し
て
将
軍
に
拝
謁
す
る

日
に
な
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
そ
れ
と
は
別
に
、

庶
民
の
間
で
は
、
７
月
15
日

（
現
８
月
15
日
）、
つ
ま
り
お

盆
に
、
贈
り
物
を
交
換
す
る

習
慣
が
あ
っ
た
。
呉
服
店
は

こ
れ
ら
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
て
、
中
元
の
日
に
は
贈
り

物
と
い
う
習
慣
を
日
本
人
の

間
に
浸
透
さ
せ
た
わ
け
で
あ

る
。

　
も
と
も
と
は
お
盆
に
贈
り

物
の
交
換
だ
っ
た
が
、
現
在

で
は
旧
暦
に
合
わ
せ
る
か
の

よ
う
に
年
々
と
早
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
こ
れ
も
販
売
戦
略

な
の
だ
ろ
う
か
。

う
ち
で
ど
う
ぞ
と
い
う
Ｃ
Ｍ
だ
。

こ
の
明
治
末
の
サ
マ
ー
セ
ー
ル

は
大
当
た
り
で
、
他
の
百
貨
店

も
次
か
ら
次
へ
と
、
あ
っ
と
い

う
間
に
夏
の
贈
り
物
を
「
お
中

元
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
定
着
し
た
。

　

も
っ
と
も
、「
中
元
」
と
い

う
言
葉
は
昔
か
ら
あ
っ
た
。
中

国
の
道
教
の
教
典
で
あ
る
真
書

に
あ
る
言
葉
で
、
１
月
15
日
が

上
元
の
日
、
７
月
15
日
を
中
元

の
日
、
10
月
15
日
を
下
元
の
日

と
呼
ん
だ
こ
と
が
、
こ
の
言
葉

の
始
ま
り
だ
。

　
こ
れ
が
日
本
に
入
り
、
江
戸

時
代
、
徳
川
幕
府
は
、
ほ
ぼ
年

の
真
ん
中
に
あ
た
る
中
元
を
、

特
別
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
日

に
定
め
た
。
大
名
が
白
装
束
で

コ
ラ
ム
豆
電
球

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
分

散
登
校
に
な
っ
た
り
練

習
や
試
合
も
制
限
さ
れ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
む
し

り
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う

で
す
。
部
長
の
稲
葉
太

一
さ
ん
は
「
練
習
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
野
球
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
、
一
球
一

球
大
事
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と
一
緒
に
で
き
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防
災
士

　

防
災
に
興
味
の
あ
る
方
、

防
災
活
動
を
し
て
み
た
い
と

い
う
方
に
お
勧
め
し
た
い
の

が
防
災
士
と
い
う
民
間
資
格

で
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
社
会
全
体
の
防
災

力
を
高
め
る
た
め
に
防
災
士

制
度
は
生
ま
れ
ま
し
た
。「
自

助
、
共
助
、
公
助
」
の
自
助
、

共
助
の
場
面
で
活
動
す
る
た
め
、

日
頃
か
ら
防
災
に
つ
い
て
の
十

分
な
意
識
と
一
定
の
知
識
、
技

能
を
持
ち
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お

い
て
、
何
が
で
き
る
の
か
、
何

を
す
べ
き
か
を
主
体
的
に
考
え
、

地
域
の
防
災
力
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
笠
懸
町
に
も
８
人
の
防
災
士

が
い
て
、
自
主
防
災
組
織
や
県

防
災
士
会
な
ど
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
み
ど
り
市
で
も
毎
年
、

自
主
防
災
組
織
の
役
員
な
ど

を
対
象
に
、
防
災
士
養
成
講

座
の
受
講
者
は
行
政
区
か
ら

の
推
薦
や
受
講
費
用
の
一
部

を
補
助
さ
れ
ま
す
。

　
来
月
の
公
民
館
だ
よ
り
で

は
防
災
士
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
お

楽
し
み
に
。

　

笠
懸
地
域
文
化
協
会
で
は
、

「
初
心
者
教
室
」
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
当
会
所
属

の
専
門
講
師
が
親
切
丁
寧
に
初

歩
か
ら
指
導
し
ま
す
。

●
書
道
教
室

開
催
日　
９
月
８
日
～
10
月
20

日
の
毎
週
木
曜
日　
計
７
回

会
場　
笠
懸
公
民
館

　
　
　
サ
ー
ク
ル
活
動
室
４

参
加
費　
７
０
０
円
程
度
（
半

紙
・
手
本
等
）
※
開
催
日
集
金

定
員　
先
着
15
人

持
参
す
る
物　
書
道
用
具
、
新

聞
紙
、
お
手
拭
き

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

主
な
内
容

①
ハ
ワ
イ
ア
ン

②
歌
謡
フ
ラ

③
キ
ッ
ズ
フ
ラ
※
小
学
生
対
象

開
催
日　
９
月
３
日
～
10
月
29

日
の
毎
週
土
曜
日　
計
７
回

会
場　
笠
懸
公
民
館

　
　
　
音
楽
室
１

参
加
費　
無
料

定
員　
先
着
20
人

持
参
す
る
物　
ハ
ー
フ
ス
カ
ー

ト
（
あ
る
方
）、
上
シ
ュ
ー
ズ

●
舞
踊
教
室

開
催
日　
９
月
４
日
～
10
月
30

日
の
毎
週
日
曜
日　
計
７
回

会
場　
笠
懸
公
民
館

　
　
　
音
楽
室
１

参
加
費　
無
料

定
員　
先
着
15
人

持
参
す
る
物　
ゆ
か
た
、
た
び
、

ひ
も
３
本
、
半
帯
、
コ
ー
リ
ン

ベ
ル
ト
※
お
持
ち
で
な
い
方
は

こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

【
３
教
室
共
通
】

開
催
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

申
込
方
法　
８
月
20
日
㈯
ま
で

に
笠
懸
公
民
館
ま
で
来
館
ま
た

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
℡
�
２
２
１
１
）

※�

み
ど
り
市
内
在
住
・
在
勤
者

に
限
り
ま
す
。

主
催　
笠
懸
地
域
文
化
協
会

初
心
者
教
室
の
ご
案
内

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

投　

稿

　

笠
懸
町
婦
人
会(

曲
澤
節
会

長)

の
定
期
総
会
が
５
月
13
日

㈮
、
笠
懸
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
来
賓
に
笠
懸
公
民
館
の
清
水

館
長
と
髙
橋
主
事
を
迎
え
、
館

長
か
ら
婦
人
会
の
日
頃
の
活
動

に
対
し
、
感
謝
と
励
ま
し
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
３
年
度
の

事
業
報
告
や
決
算
報
告
、
令
和

４
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予

算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
３
年
ぶ

り
の
対
面
で
の
総
会
と
な
り
ま

し
た
が
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

あ
る
た
め
、
密
を
避
け
て
の
開

催
と
な
り
、
新
役
員
紹
介
の
後
、

早
々
と
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
㈮
に
は
、
笠
懸
公

民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
室
３
で
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

や
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
社

会
や
地
域
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
頑
張
り
た
い
」
な

ど
の
発
言
や
、「
予
定
に
は
入

▲笠懸町婦人会定期総会の様子

っ
て
い
て
も
中
止
が
続
い
て
い

る
新
年
会
や
親
睦
会
も
３
年
ぶ

り
に
や
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
顔
合
わ
せ
で
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
て
い
ま
し
た
。

新
年
度
の
活
動
開
始

笠
懸
町
婦
人
会

防
災
を
考
え
る
⑳
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列
車
に
ゆ
ら
れ
て
�

　
鹿
島
臨
海
鉄
道

野
利　
哲

　
　

　
鹿
島
臨
海
鉄
道
は
、
水
戸
駅

～
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

駅
53.

０
㎞
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
駅
は
臨
時
駅
な
の
で
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
の
開
催
日
以
外
は

止
ま
ら
ず
、
列
車
は
3.2
㎞
先
の

JR
線
鹿
島
神
宮
駅
ま
で
走
り
ま

す
。
水
戸
を
出
た
列
車
は
市

街
地
を
抜
け
る
と
高
架
線
を
大

洗
駅
ま
で
走
り
ま
す
。
大
洗
駅

に
は
本
社
や
車
両
基
地
が
あ
り
、

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
戸
～
大
洗
間
は
列
車
本

数
が
多
い
で
す
ね
。
大
洗
か
ら

線
路
は
民
家
が
点
在
す
る
田
園

地
帯
を
南
下
し
て
い
き
ま
す
。

　
途
中
、
北
浦
湖
畔
駅
の
ホ
ー

ム
か
ら
北
浦
が
望
め
ま
す
。
素

敵
な
光
景
で
、
無
機
質
な
情
景

を
払
拭
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
長
い
駅
名
「
長ち

ょ
う
じ
ゃ
が
は
ま

者
ヶ
浜

潮し
お
さ
い騒

は
ま
な
す
公こ

う
え
ん園

前ま
え

」
駅
を

過
ぎ
る
と
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
駅
で
す
。
こ
こ
か
ら
、

左
に
延
び
る
線
路
が
貨
物
線
で

奥
野
谷
浜
駅
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。
鹿
島
神
宮
駅
は
JR
線
の
駅

で
す
。
左
手
の
高
台
に
鹿
島
神

宮
が
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
歩
い

て
約
１
㎞
な
の
で
散
策
を
お
勧

め
し
ま
す
。
境
内
の
史
跡
巡
り

は
、
思
い
が
け
な
い
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
鹿
嶋
市

で
は
剣
豪
塚
原
ト
伝
と
と
も
に

観
光
に
力
を
注
い
で
い
る
よ
う

で
す
。

　

運
賃
は
水
戸
～
鹿
島
神
宮　

片
道
１
５
９
０
円
、
70
歳
以
上

限
定
の
フ
リ
ー
キ
ッ
プ
（
ね
ん

り
ん
キ
ッ
プ
）
は
１
５
０
０
円
。

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
六
月
例
会
よ
り

銀
竜
草
ユ
ウ
レ
イ
草
と
も
云
ふ
ら
し
き
樹
陰
に
ひ
そ
と
半
透
明
に
　
　
　
　
　
　
上
村
　
征
子

夫
と
二
人
大
阪
行
き
は
娘
宅
心
躍
ら
す
童
の
や
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
康
子

五
月
雨
降
り
て
紫
陽
花
し
っ
と
り
と
青
紫
・
バ
ラ
色
花
束
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
久
保
田
茂
子

み
か
ん
の
木
の
下
草
刈
り
て
横
た
は
る
ひ
と
り
身
の
自
由
五
月
の
風
と
　
　
　
　
近
藤
ふ
さ
子

優
し
さ
と
解
り
を
れ
ど
も
運
転
を
規
制
す
る
娘
に
老
の
意
地
言
ふ
　
　
　
　
　
　
関
口
　
定
夫

と
も
ど
も
に
細
き
目
を
し
て
笑
み
て
を
り
父
と
母
と
が
並
ぶ
遺
影
は
　
　
　
　
　
平
山
　
　
勇

テ
ク
テ
ク
お
城
歩
き
�

弘
前
城　
　
　
歩
遊
人

　
日
本
１
０
０
名
城
の
ひ
と
つ

弘
前
城
は
青
森
県
弘
前
市
に
あ

り
ま
す
。
津
軽
地
方
を
平
定
し

た
津
軽
為
信
の
志
を
継
い
だ
子

の
信の

ぶ
ひ
ら枚

が
１
６
１
１
（
慶
長

16
）
年
に
築
城
し
た
よ
う
で

す
。
天
守
は
五
層
で
し
た
が
、

１
６
２
７
（
寛
永
４
）
年
落
雷

で
焼
失
し
ま
し
た
。
現
在
の
天

守
は
１
８
１
０
（
文
化
７
）
年
、

本
丸
の
辰
巳
櫓
を
三
層
に
改
築

し
て
天
守
の
代
用
に
し
た
と
い

い
ま
す
。
関
東
、
東
北
地
方
に

唯
一
現
存
す
る
天
守
で
す
。

　
広
大
な
弘
前
公
園
に
足
を
踏

み
入
れ
れ
ば
五
つ
の
城
門
（
北

門
、
南
内
門
、
東
内
門
、
追
手

門
、東
門
）、三
つ
の
隅
櫓
（
丑

寅
櫓
、
辰
巳
櫓
、
未
申
櫓
）
に

目
が
奪
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も

国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
天
守
は
石
垣
の

修
理
の
た
め
元
の
位
置
か
ら
約

70
ｍ
移
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
に
は
樹
齢
１
３

０
年
を
超
す
日
本
最
古
級
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
数
々
の
巨
木
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
城
と

サ
ク
ラ
の
花
と
雪
を
か
ぶ
っ
た

岩
木
山
（
標
高
１
６
２
５
ｍ
）

は
絶
景
で
多
く
の
人
を
魅
了
さ

せ
て
く
れ
ま
す
ね
。

▲鹿島神宮駅

▲弘前城

▲天守から望む岩木山

▲�大洗駅前広場のカジキ漁の
モニュメント
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ち
ょ
っ
と
一
息

　
情
報
化
社
会
は
、
い
ろ
い
ろ

な
情
報
が
入
手
で
き
、
と
て
も

便
利
な
世
の
中
だ
。

　
趣
味
程
度
と
思
っ
て
も
マ
ニ

ア
の
域
ま
で
達
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
世
界
中
の
同
じ
趣
味
同

士
の
人
と
、
情
報
交
換
や
共
有

す
る
こ
と
さ
え
も
で
き
る
。
解

ら
な
い
こ
と
も
簡
単
に
自
力
で

調
べ
る
こ
と
も
で
き
、
欲
し
い

も
の
も
手
に
入
る
。
昔
、
映
画

や
漫
画
で
夢
見
て
た
こ
と
が
現

実
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
便
利
な
世
の
中
だ
が
、

人
と
の
会
話
が
少
な
い
気
が
す

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
益
々
少
な
く

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
聞
く
は
一
時
の
恥
、
聞
か

ぬ
は
一
生
の
恥
」
と
い
う
が
、

人
に
聞
か
な
く
て
も
調
べ
ら
れ

て
し
ま
う
。
し
か
し
、
会
話
と

い
う
も
の
は
と
て
も
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
い
ろ

い
ろ
な
便
利
ツ
ー
ル
は
あ
る
が
、

人
と
人
と
が
顔
を
合
わ
せ
、
会

っ
て
話
す
と
い
う
こ
と
こ
そ
が

人
を
成
長
さ
せ
る
も
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　
と
い
う
記
事
を
書
く
自
分
は

ま
さ
に
成
長
し
な
い
大
人
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
Ｋ
ａ
ｚ
）

二
才
児
の
頬
っ
ぺ
の
歪
む
初
ラ
ム
ネ
　
　
　
　
　
中
野
　
千
鶴

独
り
住
む
母
の
土
産
の
と
こ
ろ
て
ん
　
　
　
　
　
宮
本
　
風
花

残
業
の
終
り
を
告
げ
る
夏
の
月
　
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
良
俊

は
し
ゃ
ぐ
児
の
浴
衣
の
袖
の
丈
を
つ
む
　
　
　
　
松
島
　
陽
春

髪
洗
ふ
タ
オ
ル
ド
ラ
イ
で
済
ま
す
朝
　
　
　
　
　
平
川
　
秋
桜

妣
の
日
記
し
ず
か
に
捲
る
夏
夕
べ
　
　
　
　
　
　
佐
藤
由
美
香

久
に
く
る
娘
の
で
ん
わ
土
用
丑
　
　
　
　
　
　
　
髙
野
　
春
蝶

雷
に
追
は
れ
て
帰
る
我
が
家
か
な
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
友
美

草
む
し
る
夫
の
背
中
の
草
の
色
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
　
邦
女

白
南
風
や
児
ら
は
元
気
に
育
ち
を
り
　
　
　
　
　
金
井
　
英
麿

鈴
生
り
の
近
所
に
配
る
庭
の
枇
杷
　
　
　
　
　
　
髙
野
　
光
詢

日
盛
り
の
稽
古
は
し
ば
し
休
み
と
す
　
　
　
　
　
糸
井
　
佳
酔

帰
省
子
の
賑
ふ
部
屋
の
昼
餉
ど
き
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
剣
邦

さ
く
ら
ん
ぼ
先
ず
は
仏
に
供
へ
を
り
　
　
　
　
　
前
原
　
紫
蘭

開
催
の
決
ま
り
て
桐
生
夏
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
童
　
　
鳥
海

寿
司
を
食
べ
猫
と
語
る
や
夕
端
居
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
梅
光

掃
け
ば
散
る
掃
け
ば
散
り
ぬ
る
さ
る
す
べ
り
　
　
横
倉
　
　
雅

鎌
倉
の
紫
陽
花
寺
の
ふ
た
り
連
れ
　
　
　
　
　
　
韓
　
百
日
紅

素
麺
の
薬
味
あ
ま
た
の
昼
餉
か
な
　
　
　
　
　
　
新
羅
　
光
海

留
学
は
若
き
日
の
こ
と
梅
雨
明
く
る
　
　
　
　
　
石
原
　
青
蓮

デ
コ
イ
チ
の
走
る
ふ
る
さ
と
帰
省
せ
り
　
　
　
　
冠
　
　
二
郎

力
抜
く
長
寿
の
ひ
け
つ
夕
涼
み
　
　
　
　
　
　
　
徳
田
　
夕
子

高
齢
の
犬
の
二
匹
と
木
下
闇
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
紅
蘭

庭
採
れ
の
梅
干
を
干
す
三
日
三
晩
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
初
音

骨
切
り
の
妙
技
盛
り
付
く
鱧
の
皿
　
　
　
　
　
　
小
林
　
狐
一

鉢
の
水
た
っ
ぷ
り
撒
き
て
日
の
沈
む
　
　
　
　
　
吉
田
　
和
義

老
ひ
二
人
あ
れ
そ
れ
で
足
る
熱
帯
夜
　
　
　
　
　
小
林
　
華
笑

汗
を
拭
き
坂
を
登
り
く
修
道
女
　
　
　
　
　
　
　
金
井
　
光
順

日
の
し
ず
む
頃
を
待
ち
か
ね
墓
洗
ふ
　
　
　
　
　
桾
沢
　
春
蘭

夏
の
朝
し
ず
も
る
湖
の
観
光
船
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
由
希
子

炎
天
下
子
ら
の
現
場
に
鶏
弁
当
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
小
町

砂
浜
を
裸
足
で
駆
く
る
孫
ふ
た
り
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
勘
大

沿
道
は
夾
竹
桃
の
花
盛
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
光
月

四
季
の
会
七
月
句
会

上
毛
か
る
た
く

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

　
「
草
津
よ
い
と
こ

薬
の
温
泉
」

　
「
草
津
よ
い
と
こ 
薬
の
温い

で
ゆ泉

」

の
草
津
温
泉
は
、
日
本
の
三
名

泉
（
草
津
温
泉
・
有
馬
温
泉
・

下
呂
温
泉
）
の
一
つ
に
選
ば
れ
、

湯
も
み
や
湯
畑
も
見
ど
こ
ろ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
湯
畑
の
中
央
奥
に
石
段

が
あ
り
、
そ
こ
を
上
が
る
と
光

泉
寺
が
あ
り
ま
す
。
光
泉
寺
は

白
根
明
神
の
別
当
寺
と
し
て
正

治
２
年
に
再
建
し
た
と
さ
れ
、

真
言
密
教
の
寺
院
で
す
。
境
内

に
は
、
温
泉
観
音
・
湯
善
堂
・

地
蔵
菩
薩・入
浴
逝
者
供
養
塔・

湯
浴
み
弁
財
天
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
古
く
か
ら
日
本
三
大
温
泉

薬
師
と
し
て
草
津
温
泉
を
守
っ

て
き
た
こ
と
が
窺う

か
が

え
ま
す
。

　
囲
山
公
園
に
は
、
白
根
神
社

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
の
御
朱

印
は
書
き
置
き
に
な
り
ま
す
が
、

白
根
神
社
・
沼
神
社
・
穴
守
稲

荷
神
社
・
諏
訪
神
社
・
三
峯
神

社
と
５
社
も
頂
け
ま
す
。

▲（左から）光泉寺・
　妙立山日晃寺の御朱印

▲（左から）三峯神社・諏訪神社・穴守稲荷神社・沼神社・白根神社の御朱印


